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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.02椙

総人口 53,269人（△74） 

　　男 24,883人（△46） 

　　女 28,386人（△28） 

世帯数 22,207（△17） 
2月1日現在（　）は前月比 
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人
口
減
少
時
代
が
予
想
よ
り
早
く
や
っ
て

き
た
。
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
少
子
化
の
影

響
。
国
や
自
治
体
は
少
子
化
に
歯
止
め
を
と

積
極
的
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
そ
の
流
れ
は
止
ま
り
そ
う
に
な
い
。
出

産
無
料
化
と
い
う
話
ま
で
で
て
き
た
▼
保
育

や
経
済
的
援
助
、
企
業
の
支
援
、
安
心
し
て

産
み
育
て
る
環
境
は
進
ん
で
き
た
。
む
し
ろ

子
ど
も
の
多
か
っ
た
ひ
と
昔
前
の
家
庭
の
方

が
育
児
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
も
い
え
な
く

は
な
い
？
そ
れ
な
の
に
問
題
解
決
の
兆
し
が

み
え
な
い
▼
結
婚
し
な
い
女
性
の
増
加
。
結

婚
し
て
も
子
ど
も
を
持
た
な
い
夫
婦
の
増
加
。

そ
れ
は
育
児
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
れ
ば

と
い
う
だ
け
で
は
決
し
て
解
決
で
き
な
い
「
産

み
た
く
て
も
産
め
な
い
」
で
は
な
く
「
産
み

た
く
な
い
」
と
い
う
問
題
も
▼
育
児
は
人
間

の
使
命
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
子
ど
も
を

育
て
る
か
ら
こ
そ
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
育
児
は
大
変
だ
が
、

そ
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
喜
び
が
あ
る
。
子
ど
も

の
前
で
育
児
の
愚
痴
を
決
し
て
口
に
せ
ず
、

育
児
あ
っ
て
の
人
生
だ
と
い
う
こ
と
も
未
来

の
大
人
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
い
と
▼
社
会

を
支
え
る
人
間
が
足
ら
な
く
な
っ
て
ロ
ボ
ッ

ト
が
支
配
す
る
世
の
中
。
現
実
の
世
界
に
思

え
て
き
た
。

編

集
た
い
む

言葉の通じない２㍍を超える大
男たちを前に、ものおじひとつせず、
身振り手振りで笑顔の絶えないレッ
スンとなりました。
（延世大学バスケットボールクリニック

２/４伊集院総合体育館）

今月の
表 紙

国際交流に一役 

わ
が
地
域 

吉
利
北
区
地
区
公
民
館（
日
吉
地
域
） 

新
館
を
拠
点
に
さ
ら
な
る
活
動
強
化 

▲ 全戸出品を目標に行われる野菜品評会

▲ 完成間近の新しい公民館施設

北
区
地
区
は
吉
利
に
あ
る
四
区

（
北
・
中
・
南
・
東
）
の
ひ
と
つ
で
、

市
役
所
日
吉
支
所
か
ら
南
へ
約
二

㌔
に
位
置
し
ま
す
。
天
司
・
吉
野
・

西
山
・
原
口
・
白
井
月
・
鬼
丸
の

六
集
落
か
ら
な
り
、
約
百
四
十
五

世
帯
、
三
百
五
十
人
前
後
が
暮
ら

し
ま
す
。

水
稲
、
ポ
ン
カ
ン
、
畜
産
と
い
っ

た
農
業
を
中
心
と
し
た
農
村
地
域

で
す
。
ま
た
、
吉
野
集
落
に
は
市

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

館
長
　
鳩
野

学
さ
ん 

県 

収 地 

営
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
地
区

内
の
農
業
生
産
基
盤
は
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
・
過
疎
化

に
よ
り
地
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成

九
年
度
に
県
の
む
ら
づ
く
り
重
点
地
区

の
指
定
を
受
け
、
む
ら
づ
く
り
委
員
会

で
は
平
成
十
年
度
か
ら
休
耕
田
を
利
用

し
た
集
団
転
作
で
大
豆
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
約
五
十
戸

の
農
家
で
十
一
㌶
を
栽
培
。
青
壮
年
部

や
平
成
会
（
青
壮
年
部
の
Ｏ
Ｂ
的
組
織
）

が
中
心
に
な
っ
て
、
植
え
付
け
か
ら
収

穫
、
前
後
の
草
払
い
や
整
地
な
ど
を
共

同
作
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

穫
し
た
大
豆
は
、
農
協
を
通
し

て
出
荷
す
る
ほ
か
、
地
域
の
小

中
学
校
に
給
食
用
と
し
て
提
供
。
ま
た
、

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
が
み
そ
や
豆
腐
に

加
工
し
、
物
産
店
な
ど
で
の
販
売
に
取

り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
活
性
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
地

元
産
の
大
豆
を
原
料
と
し
た
商
品
と
し

て
大
好
評
で
す
。

域
生
産
活
動
の
話
し
合
い
の
場
、

地
区
民
の
親
ぼ
く
を
図
る
場
、
せ
っ

ぺ
と
べ
や
太
鼓
踊
り
と
い
っ
た
地
域
行

事
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
施
設
は
昭

和
三
十
年
ご
ろ
、
小
学
校
改
築
で
不
要

と
な
っ
た
資
材
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
。
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
現
在
、

「
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
導
入
し
、
新
し
い
公
民
館
施
設
を
建

設
中
で
す
。

月
に
吉
利
神
社
近
く
に
完
成
す

る
公
民
館
施
設
は
、
地
区
内
の

ほ
ぼ
中
心
地
。
敷
地
内
に
新
た
に
ち
び
っ

こ
広
場
も
整
備
し
ま
す
。
基
幹
産
業
と

し
て
の
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
行
事

の
広
が
り
な
ど
、
地
域
活
性
化
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
新
し
い
施

設
を
拠
点
に
、
話
し
合
い
活
動
か
ら
地

区
民
の
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識
の
高
揚
、

さ
ら
な
る
組
織
強
化
、
活
動
強
化
と
発

展
し
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三 
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一
月
八
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園

で
消
防
団
員
や
消
防
本
部
職
員
、
善
福

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
隊
員
な
ど
約
三
百
五

十
人
が
参
加
し
て
、
市
消
防
出
初
め
式

が
あ
り
ま
し
た
。

出
初
め
式
は
火
災
が
多
発
す
る
江
戸

時
代
に
、
住
民
の
火
災
か
ら
の
不
安
を

鎮
め
る
た
め
、
火
消
し
魂
を
披
露
す
る

行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

分
列
行
進
や
規
律
訓
練
な
ど
で
、
そ
の

心
意
気
を
市
民
に
示
し
ま
し
た
。

式
で
は
宮
路
市
長
が
「
市
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
活
動
の
重
要
性
を
認
識

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
献
身
的
な
消
防
精

神
を
堅
持
し
て
ほ
し
い
」
と
団
員
た
ち

を
激
励
、
こ
れ
に
こ
た
え
て
門
松
昭
雄

市
消
防
団
長
が
「
地
域
住
民
の
信
頼
と

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
一
層
努
力

し
た
い
」
と
、
あ
ら
た
め
て
今
年
一
年

の
防
火
、
防
災
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
、
消
防
団
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

【
日
本
消
防
協
会
竿
頭
綬
】 

東
市
来
方
面
団

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】 

西
山
益
穂
（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】 

小
園
和
則
（
伊
）
山
里
一
幸
（
日
）

【
日
本
消
防
協
会
30
年
勤
続
章
】お
よ
び 

【
県
消
防
協
会
30
年
勤
続
章
】 

住
吉
信
（
東
）
新
山
一
俊
（
伊
）
新
山

政
和
（
伊
）

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】お
よ
び 

【
県
消
防
協
会
20
年
勤
続
章
】 

奥
成
人
（
東
）
下
茂
清
裕
（
東
）
冨
迫

慎
一
郎
（
東
）
池
田
初
男
（
東
）
上
園

勝
彦
（
東
）
下
池
勝
義
（
東
）
米
丸
行

規
（
伊
）
和
田
高
昭
（
伊
）
福
元
勝
法

（
伊
）
藤
増
澄
浩
（
伊
）
岸
上
和
廣(

日)

田
代
信
行(

日)

野
上
清
和
（
日
）
辻

成
人
（
日
）
田
中
和
美(

吹)

樹
幸
成

（
吹
）
中
城
良
治
（
吹
）
山
之
内
健
次

（
吹
）

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】 

有
村
充
（
東
）
馬
場
添
信
男
（
東
）
住

吉
勉
（
東
）
荒
木
信
之
（
伊
）
船
迫
真

一
（
伊
）
小
倉
康
孝
（
伊
）
松
島
浩
孝

（
伊
）
本
坊
隆
洋
（
伊
）
吉
村
勉
（
伊
）

宇
都
秀
明
（
伊
）
有
村
秀
樹
（
伊
）
元

山
盛
一
（
日
）
大
茂
善
郎
（
日
）
檜
物

雅
人
（
日
）
安
藤
教
雄
（
吹
）
下
野
正

一
（
吹
）
原
田
昌
作
（
吹
）
大
園
貴
文

（
吹
）
宇
都
浩
二
（
吹
）

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
15
年
勤
続
章
】 

宇
田
昇
二
（
東
）
福
元
利
孝
（
伊
）
鶴

田
耕
人
（
伊
）
松
元
薫
（
伊
）
柿
内
良

次
（
伊
）
仮
屋
久
志
（
伊
）
有
村
公
一

（
伊
）
松
下
幹
夫
（
伊
）
今
中
誠
（
日
）

坂
中
正
幸
（
日
）
川
畑
哲
矢
（
日
）
加

藤
健
一
（
日
）
野
元
和
春
（
日
）
野
元

政
博
（
日
）
岩
井
田
睦
男
（
日
）
下
窪

幸
治
（
吹
）
原
田
英
宣
（
吹
）
岩
城
修

（
吹
）
田
中
昌
一
（
吹
）
秋
葉
幸
広
（
吹
）

坂
上
晃
一
（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続
章
】お
よ
び 

【
市
長
表
彰
10
年
勤
続
章
】 

大
迫
一
輝
（
東
）
馬
場
口
昭
浩
（
東
）

吉
村
清
博
（
伊
）
今
村
兼
裕
（
伊
）
南

一
博
（
伊
）
梅
本
昭
広
（
伊
）
福
元
俊

美
（
伊
）
永
吉
正
国
（
伊
）
仮
屋
国
孝

（
伊
）
前
鶴
賢
士
（
伊
）
馬
場
信
士
（
伊
）

坂
口
司
（
伊
）
冨
ヶ
原
弘
征
（
伊
）
柿

元
一
浩
（
日
）
古
垣
克
己
（
日
）
荻
田

正
利
（
日
）
前
屋
敷
満
（
日
）
馬
込
勝

明
（
吹
）
窪
園
雅
俊
（
吹
）
田
中
浩
昭

（
吹
）
印
口
浩
二
（
吹
）
福
村
陸
朗
（
吹
）

【
感
謝
状
30
年
勤
続
者
内
助
の
功
】 

住
吉
京
子
（
東
）
新
山
千
鶴
子
（
伊
）

新
山
京
子
（
伊
）

【
感
謝
状
25
年
以
上
勤
続
退
団
者
】 

池
田
澄
弘
（
東
）
比
良
繁
（
東
）
末
永

正
廣
（
伊
）
宇
都
節
夫
（
伊
）
一
住
連

勝
（
伊
）
満
尾
修
一
（
日
）
辻
良
文
（
日
）

田
畑
則
雄
（
吹
）
坊
野
栄
一
（
吹
）
宮

原
耕
蔵
（
吹
）
椨
学
（
吹
）

▲ 描くアーチに市民の信頼をのせ（放水演習）

火
消
し
魂
健
在

使
命
感
新
た
に

消　防 
出初式 

消
防
活
動
の 

功
績
を
表
彰 

（
東
）＝
東
市
来
方
面
団 

（
伊
）＝
伊
集
院
方
面
団 

（
日
）＝
日
吉
方
面
団 

（
吹
）＝
吹
上
方
面
団 

略
称 

（
敬
称
略
） 

一
月
十
九
日
、
市
中
央
公
民
館
で
「
知

事
と
語
ろ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
伊
藤
祐
一
郎
県
知
事
自
ら
、
県

内
各
地
に
出
向
い
て
、
直
接
県
民
の
声

を
聞
き
、
県
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
、

平
成
十
六
年
八
月
の
内
之
浦
町
を
皮
切

り
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
の
日
置

市
が
十
四
回
目
。

夜
に
開
催
さ
れ
た
会
に
先
立
ち
、
知

事
は
吹
上
町
に
あ
る
県
農
業
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
や
市
内
の
企
業
や
施
設
な
ど

を
視
察
。
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き

た
「
語
ろ
会
」
に
は
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
各
地
域
か
ら
市
民
約
二
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

知
事
が
司
会
、
進
行
し
な
が
ら
始
ま
っ

た
会
は
、
待
ち
構
え
た
市
民
が
早
速
、

知
事
を
前
に
質
問
。
地
域
の
実
情
を
訴

え
な
が
ら
、
廃
棄
物
処
理
問
題
や
農
政
、

観
光
行
政
な
ど
に
対
す
る
要
望
や
県
民

が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
人
工
島
開
発
へ

の
意
見
が
出
さ
れ
、
知
事
も
的
確
に
分

か
り
や
す
く
答
え
ま
し
た
。

全
体
で
九
人
の
市
民
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
二
時
間

で
は
足
ら
ず
、
発
表
で
き
な
い
市
民
も

で
る
ほ
ど
。
真
剣
な
意
見
交
換
の
中
に

も
、
時
に
は
笑
い
に
包
ま
れ
る
和
や
か

な
会
と
な
り
、
県
政
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
た
「
語
ろ
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

知
事
は
東
市
来
の
江
口
浜
荘
に
宿
泊
、

翌
日
、
消
防
学
校
や
江
口
蓬
莱
館
な
ど

を
視
察
後
、
日
置
市
を
後
に
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
九
日
、
霧
島
市
（
国
分
・
隼
人
）
で
、
風
も
な
く

お
だ
や
か
な
気
候
の
中
、
合
併
前
の
地
区
割
十
二
地
区
対
抗
戦

で
女
性
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
置
チ
ー
ム
は
、
一
区
竹
下
が
区
間
新
の
走
り
で
、
ト
ッ
プ

と
五
秒
差
の
三
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
後
の
五
人
も
流
れ
に

乗
っ
て
好
走
し
、
五
年
ぶ
り
の
四
位
（
前
年
度
八
位
）
一
時
間

十
四
分
三
十
七
秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
（
来
年
度
Ａ
ク
ラ
ス
）
と
、
前
年
度
タ
イ
ム

を
二
分
五
十
三
秒
短
縮
と
い
う
「
躍
進
賞
」
を
手
に
し
ま
し
た
。

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
走
選
手
（
敬
称
略
）
と
成
績

１
区

竹
下
由
乃
（
い
ち
き
串
木
野
市

神
村
学
園
高
校
）
区
間
３
位

２
区

今
村
佑
美
（
伊
集
院
町

鹿
児
島
国
際
大
学
）
区
間
６
位

３
区

橘
木
理
沙
（
東
市
来
町

東
市
来
中
学
校
）
区
間
８
位

４
区

茶
園
美
紗
子
（
伊
集
院
町

鹿
児
島
女
子
高
校
）
区
間
５
位

５
区

上
屋
瑠
美
（
い
ち
き
串
木
野
市

鹿
児
島
女
子
高
校
）
区
間
５
位

６
区

岡
元
祐
子
（
東
市
来
町

鹿
児
島
国
際
大
学
）
区
間
８
位

第14回知事と語ろ会 第14回知事と語ろ会 

二
百
人
が
参
加
し
、活
発
な
意
見
交
換
第
19
回
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会 ▲ １区先頭争いをする竹下選手

総合第4位 
Bクラス優勝 

躍　進　賞 
Aクラス復帰 

▲ 江口蓬莱館を視察する知事



　市民一人　市民一人ひとりが快適な生活が快適な生活を 
送れ送れるように市の職員職員があらゆる分野分野の 

仕事仕事に携わり、住み住みよいまちづくりの実現実現に向け 
働い働いていています。「市の職員数は職員数は？」「給料は給料はどのくらい？」 

そんそんな声な声に答えるためために、今月今月は給与や給与や職員数な職員数などをお知らせします。 

　市民一人ひとりが快適な生活を 
送れるように市の職員があらゆる分野の 

仕事に携わり、住みよいまちづくりの実現に向け 
働いています。「市の職員数は？」「給料はどのくらい？」 

そんな声に答えるために、今月は給与や職員数などをお知らせします。 ����� �����	
��

1. 人件費の状況 

市の職員には市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や各施設で働く「一般職」（消防・医療職も含む）の
職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報酬など）の総額は17年度普通会計予算で28億
9,168万円で一人当たり給与費は約547万円となっています。

2. ラスパイレス指数の状況 

4. 職員の初任給の状況 

この指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数で、日置市（旧４町平均）は
95.9となっています。

3. 職員の平均年齢および平均給料月額 

一般行政職と技能労務職（運転手、用務員、調理員など）
の平均年齢と平均給料月額は次のとおりです。（平成17年
12月１日現在）

17

職員数
Ａ

526
（3）

給 与 （単位：千円）

給 料

1,783,022

職 員
手 当

308,619

期 末
勤 勉
手 当

800,038

計
Ｂ

2,891,679

一人当たり
給 与 費
（B／A）
（単位：千円）

5,466

年度

①普通会計（公営事業会計を除く会計） ②公営企業会計（水道・簡易水道・下水道・市民病院・青松園・吹上砂丘荘・江口浜荘など） 

（注）1．職員手当には退職手当を含まない。　2．給与費は平成17年度補正予算計上額　3．（　）は外数で再任用職員等 

17

職員数
Ａ

82
（3）

給 与 （単位：千円）

給 料

302,476

職 員
手 当

64,400

期 末
勤 勉
手 当

131,687

計
Ｂ

489,563

一人当たり
給 与 費
（B／A）
（単位：千円）

5,865

年度

ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在） 

93

94

95

96

97

98

99

100

101

日置市（旧4町平均） 県内市平均 鹿児島県 

H16.4.1

H17.4.1

95.4

99.9

95.9

98.898.8
99.2

99.6

①一般行政職 

日 置 市

鹿 児 島 県

国

平均年齢

41.7歳

42.4歳

40.3歳

平均給料月額

329,063円

354,900円

329,728円

区 分

②技能労務職 

5. 職員手当の状況（主なもの） 

期末手当

勤勉手当

６月期

1.4月

0.7月

1.4月

0.725月

12月期

1.6月

0.75月

1.6月

0.725月

区 分

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

日置市

初任給

170,200円

138,400円

135,600円

127,700円

２年後の給料

183,800円

142,800円

140,300円

131,500円

国

初任給

170,700円

138,800円

133,280円

118,188円

２年後の給料

184,400円

148,500円

142,590円

125,538円

区 分

日 置 市

鹿 児 島 県

国

平均年齢

49.4歳

44.0歳

48.1歳

平均給料月額

297,524円

332,400円

285,008円

区 分

平成17年12月1日現在 

期末・勤勉手当（民間のボーナスにあたるもの、支給割合は国と同じ） 

扶養手当

住居手当

通勤手当

内 容

支給内容は国と同じ

・配偶者 月額13,000円

・配偶者以外の扶養親族2人まで1人につき 月額6,000円

・配偶者がいない場合の1人目 月額11,000円

・扶養していない配偶者がいる場合の1人目 月額6,500円

・その他の扶養親族 月額5,000円

なお、満16歳から満22歳までの子は1人につき5,000円

が加算される

１）借家・借間居住者

・月額家賃が23,000円以下の場合

月額家賃－12,000円

・月額家賃が23,000円を越える場合

（月額家賃－23,000円）×1/2+11,000円で、27,000円

を限度

２）持ち家居住者

月額2,500円

２km以上に支給。２㎞～３㎞未満2,000円で、以後１㎞ごと

に400円加算し、限度額24,500円

区 分

扶養手当・住宅手当・通勤手当 

自
己
都
合

勧
奨
・
定
年

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

日 置 市

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

32.76月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

国

21.00月分

33.75月分

47.50月分

59.28月分

27.30月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

区 分

退職手当（勤務年数と退職時の給料月額に応じて支給） 

6. 特別職の給料・報酬等の状況 7. 年齢別職員構成の状況 

8. 級別職員数の状況 

標準的な
職務内容
（一般行政職）

職員数
（人）

構成比
（％）

１級

主事補
技師補

3

0.6

２級

主事
技師

31

6.1

３級

主任

36

7.1

４級

主査

65

12.8

５級

主査

116

22.8

６級

係長

136

26.8

７級

課長
補佐

60

11.8

８級

課長

52

10.2

９級

部長
支所長

9

1.8

計

508

100.0

区 分

医療職（一）
医 師

医療職（二）
検査技師等

医療職（三）
看 護 師

1級

0

0

0

2級

2

0

3

3級

0

3

12

4級

1

1

5

5級

0

0

1

計

3

4

21

区 分

技能・労務職
調理員等

１級

3

２級

0

３級

6

４級

9

５級

10

６級

44

計

72

区 分

職員に適用される「給料表」は、職種および仕事の難易や責任の度合いに
応じて１級から９級に区分されています。職務の区分と級別の職員数（給料
を支給している）は次のとおりです。

職員数（人） 

0 20 40 60 80 100

56～60

60歳以上 

52～56

48～52

44～48

40～44

36～40

32～36

28～32

56～60

20～24

20歳未満 

83

72

83

69

58

65

67

49

10

0

52

0

※一般行政職には消防吏員64人を含みます。 

市職員
の給与

・職員
数等の

状況 

17年度

期末手当

勤勉手当
18年度

市 長

助 役

議 長

副議長

議 員

給料・報酬月額

給料

報酬

862,000円

657,000円

404,000円

323,000円

299,000円

期末手当

６月期 1.60月分

12月期 1.70月分

計 3.30月分

区分

教育長 632,000円
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平
成
17
年
10
月
11
日
か
ら
「
日
置
地
区
消
防
組
合
」
を
「
日

置
市
消
防
本
部
」
と
改
め
、日
置
市
単
独
の
消
防
と
し
て
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。 東市来

伊集院

日吉

吹上

北分遣所

南分遣所

消防本部
消防署

日置市内から119番通報（携帯電話も
同）すると、すべて伊集院町にある日置
市消防本部司令室につながり、発生場所
に一番近い署所の救急車や消防車を出動
させます。
なお、東市来地域にある北分遣所は新

庁舎が東市来支所内にできるまで、長里
地区公民館内に仮設庁舎を置き、通常の
業務を行います。

119番から出動まで 

本 署  

所在地 伊集院町徳重128番地
ＴＥＬ 272－0119
ＦＡＸ 273－5869
車 両 消防車・救急車・工作車

北 分 遣 所  

所在地 東市来町長里184番地
ＴＥＬ 274－0119
ＦＡＸ 274－3344
車 両 消防車・救急車

南 分 遣 所  

所在地 吹上町永吉3779番地
ＴＥＬ 299－3019
ＦＡＸ 299－3019
車 両 消防車・救急車

通 信 指 令 室  

電話器 携　帯 

119番通報 
※病院などの問い合わ
せは牲272－0119
でお願いします。 

春の火災予防運動週間春の火災予防運動週間
31 37～

　
全
国
的
に
高
齢
者
世
帯
か
ら
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
火
災
予
防
運
動
週
間
中
、
集
落
単
位
で
訪
問
指
導
を
行
い
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
や
火
元
周
囲
の
状
況
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
消
防
署
が
消
火
器
な
ど
の
販
売
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
悪

質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●草木が枯れ、枯れ草火
災も多く発生してい
ます。風の強い日のた
き火はやめましょう

●仏壇前の線香立てやロー
ソク立ての下に燃えない
ものを敷き、火種が落下
しても燃えない対策を

●ふろのたき口付近は
整理整とんし、燃えや
すいものは置かない
ように

全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報 

器
の
設
置
が
義
務
化 

少
な
く
と
も
寝
室
に
は
必
要
で
す
。
ま

た
二
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
避
難
経

路
で
あ
る
階
段
に
も
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
消
防
機
器
販
売
店
で
取
扱
っ

て
い
ま
す
が
、
悪
質
業
者
に
注
意
す
る
た

め
に
「
住
宅
用
防
火
推
奨
商
品
取
扱
店
」

の
表
示
を
し
て
い
る
店
舗
で
購
入
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

タ
イ
プ
や
種
類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
一
個
、
五
千
円
か
ら
一
万
円
で
販

売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？ 

ど
こ
で
買
え
る
の
？ 

値
段
は
ど
れ
く
ら
い
？ 

機器購入に関するお問い合わせはこちらに 

住宅防火対策推進協議会　http://www.jubo.go.jp/index2.html 
［上記サイトの販売店リストをご覧下さい］ 

住宅用火災警報器に関するご質問などは、下記の「住宅用火災
警報器相談室」へ、お気軽にご相談ください。 

　 〈フリーダイヤル〉0120‐565‐911 
受付時間：月曜から金曜までの午前9時から午後5時 
（12時から1時を除く）（土、日及び祝祭日は休み） 

3つの習慣 
①寝タバコをしない。 

②ストーブには燃えやすいものを近づ

けない。 

③天ぷらを揚げるときはその場を離れ

ない。 

4つの対策 
1.逃げ遅れないように住宅用火災報知

器を設置する。 

2.寝具や衣類からの火災を防ぐために、

防火製品を使用する。 

3.火災を小さいうちに消すために住宅

用消火器を設置する。 

4.お年寄りや体の不自由な人を守るた

めに、隣近所の協力体制をつくる。 

住宅防火（命を守る） 
7つのポイント 
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

昔の技や遊びを学ぶ
地元の新鮮食材でキムチ作り地元の新鮮食材でキムチ作り

イ
チ
ゴ
で
、か
ん
ぱ
〜
い

イ
チ
ゴ
農
園
開
園
式

｢

イ
チ
ゴ
の
日｣
に
ち
な
ん
だ
一
月
五
日
に
、
観

光
イ
チ
ゴ
農
園
が
オ
ー
プ
ン
し
、
片
平
清
美
さ
ん

（
上
床
自
治
会
）
の
農
園
で
開
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

湯
田
平
浩
美
助
役
や
ゆ
の
も
と
保
育
園
児
ら
に

よ
っ
て
、
イ
チ
ゴ
の
形
を
し
た
ク
ス
玉
を
割
っ
た

後
、
園
児
ら
は
イ
チ
ゴ
を
手
に
乾
杯
、
開
園
を
祝

い
ま
し
た
。

片
平
さ
ん
は｢

観
光
農
園
は
今
年
で
十
二
年
目
。

苗
が
病
気
も
な
く
順
調
に
育
ち
、
安
全
、
安
心
な

イ
チ
ゴ
が
育
っ
た
。
市
内
外
の
人
に
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す｣

と
あ
い
さ
つ
。
園
児
ら
は
、
イ

チ
ゴ
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
た
ハ
ウ
ス
内
で
、
真
っ

赤
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
を
思
い
思
い
に
パ
ッ
ク
に

詰
め
て
い
ま
し
た
。

◇
開
園
期
間
　
　
五
月
末
日
ま
で 

◇
開
園
時
間
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
ま
で 

◇
片
平
農
園
　
　
牲
2
7
4
‐
6
1
8
3

12月16日、17日の両日、韓国ふれあ
い隊 ｢冬のキムチ作り｣ 体験が、伊作田活
性化センターであり、38人が参加しました。
講師は、おなじみ韓国からの市国際交

流員の成希哲（ソン・ヒチョル）さん。
粉末状の唐辛子とアミの塩辛、水イカ、
生エビを練り合わせてペースト状にした
ものを、地元産の新鮮野菜やナシの千切
りと合わせ、午前中に塩漬けにしておい
た白菜に練り込むと、調理室は、独特な
韓国キムチの香りに包まれました。
参加者のひとり平敏子さん（伊集院町

下神殿）は ｢楽しくキムチ作りができた。
市販のよりずっとおいしい。月に１回は
キムチ作りを実施してほしい｣と感想を話
していました。

十
二
月
十
八
日
、「
め
だ
か
の
里
」

と
棚
田
で
知
ら
れ
、
都
市
住
民
と
の
体

験
交
流
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
高
山

地
区
尾
木
場
で
、
餅
つ
き
と
門
松
作
り

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る
「
尾

木
場
棚
田
米
作
り
体
験
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
で
、
田
植
え
・
稲
刈
り
を
終

え
て
、
締
め
く
く
り
の
最
後
の
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

冬
晴
れ
の
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
に
、

参
加
し
た
の
は
鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
来

た
家
族
ら
十
三
組
四
十
人
。
セ
イ
ロ
で

蒸
し
た
も
ち
米
を
昔
な
が
ら
の
石
臼
と

杵
で
つ
く
餅
つ
き
は
、
夫
婦
で
息
の
あ
っ

た
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
餅
を
つ
く
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

門
松
作
り
で
は
、
業
務
用
の
果
物
缶

の
周
り
に
ワ
ラ
を
巻
き
、
缶
の
中
に
竹

や
梅
も
ど
き
、
松
な
ど
が
添
え
ら
れ
、

慣
れ
な
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
門
松
が
完
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
農
家
と
参
加
者
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
、「
米
作
り
に
関
わ
る

こ
と
で
、
農
業
の
大
変
さ
や
米
の
あ
り

が
た
み
が
分
か
っ
た
」「
地
元
の
方
と

身
近
に
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
。
新
た

な
故
郷
が
で
き
た
気
が
す
る
。
ま
た
、

来
年
も
体
験
し
た
い
」
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
体
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
喜
び
の

声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

尾木場交流事業・冬

▲ ぼくのイチゴが大きくておいしそうだよ

ふれあい
達志塾・冬

父
親
倶
楽
部
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会

員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
心
豊
か
な
成
長
を
願
う｢

ふ
れ

あ
い
達
志
塾｣

が
、
十
二
月
二
十
五
日
、

湯
田
小
学
校
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
、

昔
か
ら
の
正
月
遊
び
や
し
め
縄
づ
く
り

を
学
び
ま
し
た
。

羽
根
つ
き
、
こ
ま
回
し
、
ま
り
つ
き

な
ど
に
は
百
十
人
の
児
童
が
参
加
し
、

寒
い
冬
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

た
こ
作
り
に
挑
戦
し
た
永
野
翔
君
は

｢

た
こ
作
り
は
、
二
回
目
。
前
よ
り
も

上
手
に
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
作
り
た

い｣

と
、
ま
た
、
こ
ま
回
し
に
挑
戦
し

た
岡
村
岬
凛
君
は｢

こ
ま
回
し
は
、
初

め
て
。
最
初
は
う
ま
く
回
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し

い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

か
け
る

こ
う

り
ん

餅つき・門松作りで
40人が体験交流

▲ 初めてとは思えない、りっぱな門松が完成しました

12月 25日夜、東市来文化交流
センターで、メリークリスマスコ
ンサートが開演され、約250人が
聖夜のすてきなひとときを過ごし
ました。
男声ア・カペラコーラスや中国

の民族楽器 ｢揚琴｣、ハンドベルに
よるジングルベルやきよしこの夜
などのクリスマスソングを演奏。
休憩時間中には、小・中学生が、
揚琴やハンドベル演奏の指導を受
けるなど楽しい演奏会となりました。

クリスマスコンサート

ア・カペラと揚琴・
ハンドベルの
すてきな聖夜

や ん ち ん
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一
月
十
五
日
、
飯
牟
礼
小
学
校
を
発

着
と
す
る
校
区
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

の
駅
伝
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
始
ま
っ

た
こ
ろ
、
校
区
内
に
あ
る
矢
筈
（
や
は

ず
）
岳
の
頂
上
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、「
飯
牟
礼
校
区
一
周
登
山

駅
伝
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、

三
十
七
回
を
数
え
ま
す
。

昭
和
の
初
め
、
校
区
青
年
団
が
桜
島

登
山
駅
伝
大
会
に
出
場
以
来
、
優
れ
た

長
距
離
選
手
を
輩
出
し
て
き
た
地
域
の

伝
統
を
子
ど
も
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
地

区
を
挙
げ
て
継
続
し
て
い
る
歴
史
あ
る

駅
伝
大
会
で
す
。

矢
筈
チ
ー
ム
の
園
田
三
四
郎
君
の
力

強
い
選
手
宣
誓
で
始
ま
り
、
今
年
は
十

一
区
間
（
約
十
二
㎞
）
を
集
落
ご
と
に

編
成
さ
れ
た
八
チ
ー
ム
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
り
チ
ー
ム

編
成
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

姿
を
応
援
し
よ
う
と
沿
道
で
は
大
勢
の

市
民
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
大
会
終

了
後
に
集
落
ご
と
に
行
わ
れ
る
鍋
や
炊

き
込
み
ご
飯
な
ど
を
囲
ん
で
の
反
省
会

も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な

伝
統
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

競
技
の
結
果
、
優
勝
が
恋
之
原
Ａ
、

以
下
、
上
中
Ａ
、
矢
筈
Ａ
の
順
で
し
た
。

伝
統
の
駅
伝
地
域
に
守
ら
れ
、た
す
き
を
つ
な
ぐ

飯
牟
礼
校
区
一
周
登
山
駅
伝

伊集院地域
女性大会

一
月
二
十
一
日
、
地
域
で
積
極
的
な

学
習
や
実
践
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

伊
集
院
地
域
の
十
一
の
女
性
団
体
が
一

堂
に
会
し
、
中
央
公
民
館
で
伊
集
院
地

域
女
性
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ハ
ー
モ
ニ
ー

ク
ラ
ブ
」
の
歌
に
合
わ
せ
た
手
話
ダ
ン

ス
で
幕
を
開
け
、
船
迫
ノ
ブ
子
女
性
団

体
連
合
会
長
が
「
一
年
の
総
決
算
の
大

会
、
各
団
体
の
成
果
を
勉
強
し
、
さ
ら

に
充
実
し
た
活
動
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
女
性
部
が
代
表
で

活
動
の
成
果
を
発
表
し
た
後
、
生
活
研

究
家
の
岩
元
静
子
さ
ん
が
「
高
齢
社
会

で
の
女
性
の
生
き
方
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

岩
元
さ
ん
は
「
長
寿
国
の
日
本
は
予

想
も
し
な
か
っ
た
超
高
齢
社
会
。
中
で

も
圧
倒
的
に
女
性
が
長
生
き
す
る
。
人

に
頼
る
こ
と
な
く
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
女
性
自
ら

取
り
組
ま
な
く
て
は
。
あ
ん
な
年
寄
り

に
な
り
た
い
と
若
い
人
か
ら
思
わ
れ
る

よ
う
に
年
を
重
ね
て
、
幸
せ
な
社
会
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
熟

成
に
向
け
、
女
性
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地域を支える
女性パワー

▲ 恋之原Aが連続優勝

一
月
二
十
九
日
、
妙
円
寺
中
央
公
園

で
妙
円
寺
団
地
防
火
訓
練
・
守
り
隊
出

初
め
式
・
校
区
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

防
火
訓
練
は
、
住
宅
の
密
集
し
て
い

る
妙
円
寺
団
地
に
お
い
て
、
常
日
ご
ろ

か
ら
防
火
意
識
を
高
め
、
初
期
消
火
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
万
一
の
地
震

や
火
災
発
生
に
備
え
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、

日
置
市
消
防
本
部
職
員
か
ら
火
災
等
に

関
す
る
講
話
と
消
火
器
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
実
際

に
消
火
器
を
使
用
し
て
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
消
防
団
中
央
分
団
妙

円
寺
部
に
よ
る
放
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

訓
練
に
引
き
続
き
、
妙
円
寺
団
地
守

り
隊
出
初
め
式
が
あ
り
ま
し
た
。
同
隊

は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
」
と
平
成
十
六
年
に
発
足
。

団
地
内
の
防
犯
、
安
全
確
保
を
支
え
て

い
ま
す
。
式
で
は
「
守
り
隊
」
の
帽
子

を
着
用
し
た
隊
員
が
、
防
犯
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と

掛
け
声
を
か
け
、
今
年
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
は
、
団

地
内
の
小
中
学
生
が
参
加
。
妙
円
寺
中

央
公
園
お
よ
び
団
地
周
回
コ
ー
ス
で
、

小
学
生
と
中
学
生
女
子
は
二
㎞
、
中
学

生
男
子
は
三
・
五
㎞
の
距
離
で
競
わ
れ

ま
し
た
。

団
地
の
ま
と
ま
り
を
示
す
新
春
恒
例
行
事

妙
円
寺
団
地
防
火
訓
練
・
守
り
隊
出
初
め
式
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

一
月
七
日
、
妙
円
寺
二
区
で
鬼
火
た

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
妙

円
寺
地
区
の
各
自
治
会
で
、
一
年
を
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
毎
年
行
わ
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。地

元
の
高
齢
者
に
よ
る
鬼
火
た
き
や

厄
払
い
の
話
、
今
年
厄
年
の
人
に
よ
る

厄
払
い
行
事
「
お
菓
子
ま
き
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
、
辺
り
が
暗
く

な
る
こ
ろ
、
や
ぐ
ら
に
火
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
火
で
餅
を
焼
い
た

り
、
用
意
さ
れ
た
豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
た
り
と
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

一
月
十
九
日
、
土
橋
小
で
郷
土
カ
ル

タ
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
児
童
が
冬
休
み
の
課
題

で
作
成
し
た
、
歌
や
絵
札
を
使
っ
た
カ

ル
タ
大
会
で
、
毎
年
開
か
れ
る
恒
例
の

行
事
。
歌
や
絵
札
は
、
土
橋
地
区
の
風

土
や
特
産
品
、
学
校
行
事
な
ど
に
ち
な

ん
だ
も
の
が
多
く
「
ろ
く
じ
ゅ
う
人
み

ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
よ
土
橋
っ
子
」

な
ど
地
域
の
特
色
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。今

年
は
、
児
童
四
十
一
人
が
参
加
。

上
・
下
学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
六
班
に

わ
か
れ
て
予
選
を
行
い
「
は
い
！
」「
し

ま
っ
た
」
な
ど
歌
が
詠
ま
れ
る
た
び
に

一
喜
一
憂
。
決
勝
で
は
今
年
作
成
し
た

カ
ル
タ
を
使
用
。
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

た
者
同
士
と
あ
っ
て
レ
ベ
ル
の
高
い
戦

い
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
下
学
年
の

部
優
勝
が
倉
内
優
哉
君
（
二
年
）、
上

学
年
の
部
優
勝
が
柿
内
康
聖
君
（
六
年
）

で
し
た
。

妙円寺地区
鬼火たき

郷 土
カルタ大会

▲ ハーモニークラブの手話ダンスで開会

▲ 今年も「守り隊」におまかせ
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火
鉢
を
囲
み
、

身
も
心
も
温
ま
る
お
話
会

日
新
小
親
子
読
書
会

日
新
小
学
校
親
子
読
書
会
の
「
冬
に

集
う
お
話
会
」
が
一
月
十
五
日
、
日
新

地
区
公
民
館
で
あ
り
、
子
ど
も
を
は
じ

め
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
約
九
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

火
鉢
を
囲
み
な
が
ら
話
を
聞
く
、
同

会
恒
例
の
行
事
で
、
今
年
も
鹿
児
島
童

話
会
（
土
田
眞
資
会
長
）
か
ら
五
人
の

先
生
と
地
元
か
ら
伊
堂
寺
重
義
先
生
、

奥
イ
ツ
子
先
生
を
招
き
ま
し
た
。

鹿
児
島
の
民
話
「
池
王
明
神
さ
あ
」

や
童
話
「
ガ
ラ
ッ
パ
の
送
り
船
」、
地

元
の
昔
話
「
毘
沙
門
の
む
か
し
」
な
ど
、

迫
力
あ
る
語
り
口
に
、
子
ど
も
も
大
人

も
い
つ
の
間
に
か
話
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
ま
す
。
特
に
、
九
十
一
歳
と
い
う

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
岩
坪
文
子
先
生

の
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
語
り
は
み
ん

な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
話
会
の
後
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
お
や

じ
の
会
」
手
づ
く
り
の
両
棒
餅
や
、
母

親
が
作
っ
た
温
か
い
豚
汁
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、
身
も
心
も
温
ま
る
楽
し
い
お

話
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
新
小
学
校
は
親
子
読
書
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
長
年
、
家
庭
や
地
域
で
の

読
書
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年

度
は
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
今
年
が
十
五

回
目
と
な
る
長
い
歴
史
を
持
つ
お
話
会

が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

無
病
息
災
を
願
い

炎
が
冬
空
を
焦
が
す鬼

火
た
き

日
吉
地
域
で
は
、
扇
尾
、
笠
ヶ
野
、

住
吉
、
松
ヶ
尾
、
吉
利
の
五
地
域
で
、

そ
れ
ぞ
れ
鬼
火
た
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
利
地
区
で
は
、
一
月
七
日
の
午
前

中
に
、
子
ど
も
た
ち
が
近
所
の
家
々
を

一
軒
一
軒
回
り
、
正
月
飾
り
を
回
収
。

地
区
の
青
年
部
や
壮
年
部
が
、
地
域
内

を
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
場
所
か
ら
伐

採
し
て
き
た
竹
や
木
を
材
料
に
し
て
、

や
ぐ
ら
を
組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
持
ち

寄
っ
た
正
月
飾
り
を
や
ぐ
ら
の
中
へ
お

さ
め
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
鬼
の
面
を
取
り
付
け
る
と

鬼
火
た
き
用
の
や
ぐ
ら
が
完
成
。

夕
方
六
時
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
や

ぐ
ら
の
周
り
に
、
各
年
代
の
年
男
・
年

女
十
五
人
が
集
ま
り
、
神
主
の
お
払
い

を
受
け
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
抱
負
を

参
加
者
の
前
で
発
表
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
が
鬼
に
向
か
っ
て
、
竹
で
作
っ
た
弓

で
矢
を
放
つ
と
、
矢
が
当
た
る
た
び
に

歓
声
が
上
が
り
、
失
敗
す
る
と
笑
い
が

も
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

辺
り
が
暗
く
な
り
、
年
男
・
年
女
た

ち
が
た
い
ま
つ
で
一
斉
に
点
火
す
る
と
、

火
は
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
上
が
り
、

パ
ン
パ
ン
と
竹
の
弾
け
る
音
が
、
静
ま

り
返
っ
た
夜
空
に
響
き
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
が
焼
け
落
ち
た
後
は
炭
火
を

取
り
出
し
、
餅
を
焼
い
た
り
、
焼
肉
を

楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

今
年
一
年
の
思
い
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

消防出初め
パレード

地域防災はおまかせ
１月８日、伊集院総合運動公園で出

初め式の式典が行われ、日吉方面団か
ら団員36人が参加しました。
地元には約60人の団員が残り、例

年どおり日吉地域内を10台の消防車
でパレード。今年一年の防火、防災を
誓い合いました。

ニューイヤー
ジョギング
2006

一年の健康は元旦にあり
元日の早朝、日吉運動公園であった

ニューイヤージョギング。まだ暗いう
ちから、親子連れや夫婦など、小学生
から高齢者まで約100人が集まりま
した。さわやかな朝の空気を吸い、新
年に合わせた2006㍍をそれぞれのペー
スで走り、一年の健康や目標を胸に
2006年のスタートを切りました。

豊
作
を
願
い

葉
た
ば
こ
種
ま
き

一
月
十
三
日
、
日
吉
町
た
ば
こ
振
興

会
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ラ
ス
な
ど
と
混
ぜ
ら
れ
た
小
さ
な

種
は
、
共
同
の
育
苗
ハ
ウ
ス
内
で
、
下

田
平
日
吉
支
所
長
、
外
園
産
業
建
設
部

長
を
は
じ
め
、
葉
た
ば
こ
生
産
者
な
ど

約
三
十
人
に
よ
っ
て
、
豊
作
を
願
い
な

が
ら
苗
床
に
て
い
ね
い
に
ま
か
れ
ま
し

た
。昨

年
と
比
べ
、
耕
作
農
家
戸
数
は
変

わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
耕
作
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
今
年
の
作
付
面
積
は
、

一
㌶
減
っ
て
約
十
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日吉地域
女性大会

一
月
二
十
一
日
、「
学
び
・
考
え
・

実
践
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
め
ざ
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
十

七
年
度
日
吉
地
域
女
性
大
会
が
日
吉
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
域

内
の
十
二
の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

元
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
次

長
の
鮫
島
康
雄
先
生
が
「
楽
し
い
地
域

づ
く
り
の
為
に
」
と
題
し
て
講
演
。
体

を
動
か
し
た
り
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら

の
楽
し
い
講
演
で
し
た
。

日
吉
地
域
生
活
学
校
は
「
ゴ
ミ
が
泣

い
て
い
る
」
と
題
し
て
、
ゴ
ミ
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
を
披
露
。
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
対
策
や
家
庭
で
の
ゴ
ミ
分
別

は
、
お
母
さ
ん
だ
け
が
取
り
組
む
の
で

は
な
く
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
も
う
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

は
自
分
た
ち
が
実
際
に
体
験
し
、
被
害

を
未
然
に
防
い
だ
、
架
空
請
求
詐
欺
事

件
を
題
材
に
、
寸
劇
「
だ
ま
さ
れ
ま
せ

ん
架
空
請
求
」
を
披
露
。
相
手
へ
連
絡

を
と
っ
た
り
、
お
金
を
振
り
込
む
な
ど

の
行
動
を
起
こ
す
前
に
、
一
人
で
判
断

せ
ず
、
家
族
や
地
域
の
人
、
警
察
や
役

所
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
に
と
注
意
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

一
月
二
十
三
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
市
長
や
農
業
委
員
、
農
業

関
係
者
ら
が
参
加
し
て
、
経
営
改
善
を

目
指
す
農
家
の
家
族
経
営
協
定
調
印
式

と
認
定
農
業
者
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
農
家
は
伊

集
院
町
の
宇
都
隆
秋
さ
ん
夫
妻
、
東
市

来
町
の
日
高
公
成
さ
ん
夫
妻
、
日
吉
町

の
上
田
平
重
夫
さ
ん
夫
妻
、
吹
上
町
の

東
芳
男
さ
ん
家
族
の
四
組
、
そ
れ
ぞ
れ

経
営
の
規
模
拡
大
や
合
理
化
な
ど
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
市
の
農
政
の
現
状
を
報

告
後
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
、

農
業
振
興
に
向
け
、
有
意
義
な
研
修
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

12団体
450人が参加

農業経営の
改善に向け

家族経営協定調印式

認定農業者研修会

▲
協
定
書
に
署
名
す
る

東
さ
ん
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

日
置
市
な
ど
が
主
催
し
て「
第
九
回
Ｆ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」が
一
月
二
十
二

日
、吹
上
浜
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、屋
外
と
は
一
味
違
っ
た
足
の
妙
技
で
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

吹
上
地
域
か
ら
は
吹
上
ク
ラ
ブ
や
伊
作
サ
ッ
カ
ー
な
ど
四
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。試
合
は
前
、後
半
そ
れ
ぞ
れ
十
分
間
で
行
わ
れ
、攻
守
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
試
合
展
開
で
は
五
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
選
手
交
代
が
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。初

出
場
し
た
馬
場
病
院
は
、〇
対
二
と
リ
ー
ド
さ
れ
て
迎
え
た
後
半
早
々
、チ
ー

ム
公
式
戦
初
ゴ
ー
ル
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
立
て
続
け
に
ゴ
ー
ル
が
決
ま
り
、終

わ
っ
て
み
れ
ば
五
対
二
で
見
事
に
初
陣
を
飾
り「
夏
場
か
ら
週
二
回
練
習
を
重
ね

て
き
た
成
果
が
実
を
結
ん
だ
」と
満
足
げ
に
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、サ
ッ
カ
ー
人
気
の
高
ま
り
を
受
け
、女
性
だ
け
の
大
会
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｆ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

巧
み
な
足
さ
ば
き
で
熱
戦

一
月
二
十
二
日
、
ひ
ま
わ
り
館
前
に
「
一
日
マ
レ
ー
シ
ア
物
産
店
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
き
て
、
み
て
、
ふ
れ
て
、
日
置
の
農
産
物
」
と
銘

打
っ
て
日
置
地
区
内
九
カ
所
の
直
売
所
で
一
月
十
四
日
か
ら
一
カ
月
間
開
催
さ

れ
た
「
地
域
直
売
所
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
。

出
店
し
た
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会
の
会
員
ら
は
、
買
い
物
客

に
同
国
の
民
芸
品
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
交
流
の
様
子
も
紹
介
。
で
き
た
て

の
カ
リ
ー
パ
フ
（
マ
レ
ー
風
ギ
ョ
ウ
ザ
）
は
、
独
特
の
食
感
と
程
よ
い
辛
さ
で

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
客
は
手
づ
く
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

熱
心
に
品
定
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

吹
上
に
滞
在
し
て
い
る
三
人
の
研
修
生
も
覚
え
た
て
の
日
本
語
で
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」。
真
冬
の
吹
上
に
南
国
マ
レ
ー
シ
ア
の
香
り
を
届
け
て
い
ま
し

た
。

ム
イ
カ
ド
シ
に
片
付
け
ら
れ
た
正
月
飾
り
を
焼
き
、
一
年
の
無
病
息
災

を
祈
る
鬼
火
た
き
が
一
月
初
旬
、
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鬼
火
た
き
は

オ
ネ
ッ
コ
と
も
呼
ば
れ
、
鬼
（
悪
霊
）
を
追
い
払
い
、
健
康
を
祈
願
す
る

と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
月
七
日
、
船
木
神
社
近
く
で
行
わ
れ
た
上
田
尻
自
治
会
の
鬼
火
た
き

に
は
老
若
男
女
お
よ
そ
五
十
人
が
正
月
飾
り
や
餅
を
手
に
集
ま
り
ま
し

た
。あ

た
り
が
薄
暗
く
な
っ
た
頃
、
井
之
上
作
次
さ
ん
や
山
口
敏
さ
ん
ら
、

戌
（
い
ぬ
）
年
生
ま
れ
の
年
男
年
女
が
た
い
ま
つ
で
や
ぐ
ら
に
点
火
。
昨

夜
の
み
ぞ
れ
で
湿
っ
て
い
た
は
ず
の
竹
が
「
パ
チ
パ
チ
」
と
火
の
粉
を
ま

き
な
が
ら
燃
え
盛
り
、
約
十
五
㍍
の
真
っ
赤
な
火
柱
が
立
ち
上
り
ま
し

た
。灯

り
の
下
で
は
「
ア
ワ
ン
ナ
ッ
ト
ウ
」
や
竹
で
癇
を
し
た
「
ポ
ッ
ポ
焼

酎
」、
熾
き
火
で
焼
い
た
餅
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
心
も
身
体

も
温
ま
り
な
が
ら
、
お
互
い
の
一
年
の
無
事
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
館
マ
レ
ー
シ
ア
デ
イ

南
の
香
り
を
お
届
け
し
ま
す

各所で鬼火たき
炎に祈る一年の無病息災

平
成
十
八
年
産
葉
た
ば
こ
の
共
同
種
ま
き
作
業
が
一
月
十
三
日
、
中
田

尻
の
共
同
育
苗
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
に
は
生
産
者
の
ほ
か
、
鹿

児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
南
薩
事
業
所
や
農
協
、
行
政
関
係
者
な
ど
三
十

人
が
参
加
。
高
値
で
の
取
引
を
祈
り
乾
杯
の
あ
と
、
三
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
整
然
と
敷
き
詰
め
ら
れ
た
六
百
五
十
箱
の
苗
床
に
、
思
い
を
込
め

て
丹
念
に
ま
き
ま
し
た
。

こ
の
日
ま
か
れ
た
種
は
わ
ず
か
九
〇
㌘
。
一
グ
ラ
ム
当
た
り
一
万
三
千

粒
も
あ
り
、
今
年
の
作
付
予
定
面
積
十
八
・
四
㌶
に
は
そ
れ
で
も
十
分
な

量
で
す
。
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
た
ば
こ
耕
作
で
す
が
、
種
ま
き
は
す
べ

て
手
作
業
。
吹
上
浜
の
松
葉
の
腐
葉
土
に
混
ぜ
込
ん
だ
種
が
片
寄
っ
て
発

芽
し
な
い
よ
う
、
愛
情
を
込
め
て
「
大
胆
か
つ
繊
細
に
」
ま
か
れ
ま
す
。

種
は
一
か
月
間
ハ
ウ
ス
で
生
育
さ
れ
た
後
、
生
産
農
家
十
二
戸
で
分

配
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
苗
と
な
り
、
春
の
植
付
け
を
待
ち
ま
す
。

葉たばこ共同種まき
ひとまきに思いを込めて

伊
藤
鹿
児
島
県
知
事
が
一
月
十
九
日
、
吹
上
地
域
を
訪
れ
地
場
産
業
の
実
態

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
知
事
自
ら
が
地
域
に
出
向
き
、
直
接
県
民
の
声
に

耳
を
傾
け
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
「
知
事
と
語
ろ
会
」
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

藤
元
工
業
団
地
で
は
、
宮
路
市
長
ら
と
と
も
に
酒
造
会
社
の
醸
造
工
程
を
興

味
深
げ
に
見
学
。
機
械
化
さ
れ
た
設
備
と
杜
氏
ら
の
技
が
創
り
出
す
鹿
児
島
ブ

ラ
ン
ド
「
焼
酎
」
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
、
大
き
な
期
待
が
う
か
が
え
ま
し

た
。「こ

れ
か
ら
は
各
世
代
の
口
に
合
う
焼
酎
の
提
供
も
必
要
で
す
ね
」「
安
い
中

国
産
が
輸
入
さ
れ
る
と
脅
威
で
す
」
と
知
事
。「
薩
摩
芋
焼
酎
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
蔵
元
の
こ
と
ば
に
目
を
細
め
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
は
こ
の
日
、
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
や
吹
上
高
等
技
術
専
門

校
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

知
事
吹
上
地
域
視
察

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
活
力
に
期
待

吹
上
浜
公
園
に
ひ
と
あ
し
早
い
春
を
呼
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
一
月
九
日
開
催
さ
れ
、
寒
風
の
中
、
団
員
ら
の
元
気
な
声
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
響
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
心
豊
か
な
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
地
域

の
有
志
が
手
づ
く
り
で
始
め
、
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
大
会
に
は
、
薩
摩
川

内
市
、
指
宿
市
、
鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
。
吹
上
地
域
か

ら
は
伊
作
と
永
吉
が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
予
選
リ
ン
ク
上
位
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
へ
と
出
場
す
る
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
作
は
予
選
の
初
戦
で
敗
れ
た
も
の
の
、
次
戦
か
ら
は
本
来
の
試
合
巧
者
ぶ

り
を
発
揮
。
決
勝
は
延
長
の
末
涙
を
飲
み
ま
し
た
が
、
準
優
勝
と
い
う
上
々
の

開
幕
戦
と
な
り
ま
し
た
。
永
吉
は
強
豪
チ
ー
ム
と
相
次
い
で
対
戦
。
残
念
な
が

ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ひ
と
あ
し
早
い
球
春



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

脇
田

星
奈

博
貴

杉
之
迫

坂
下
わ
か
那

広
行

平
迫
比
良

片
平

陽
菜

栄
剛

駅
前

園
頭

結

幸
一
郎

田
之
湯

田
畑

翔
香

文
弘

元
湯

内
村

心
咲

文
彦

麓
下

冨
永

梨
央

猛

城
之
町

松
田

優
人

伸
也

田
之
湯

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
浦
坂
佳
希

雄
一

野
首

吹
上
支
所 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

上
口

紗
奈

達
志

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

前
岡
こ
こ
ろ

健
司

山
田
下

日
吉
支
所 

����� �����	
 ������� �����	
��

きのことさつまいもの豆乳スープ 

⑥ 

【材　料（4人分）】  
さつまいも・・中１本（200g）

しめじ・・・・・・・・・・ パック

えのき茸・・・・・・・・１パック

生椎茸・・・・・・・・・・・・・・３枚

豆乳・・・・・・・・・・・・１カップ

スープ（コンソメ）・・２カップ

みそ・・・・・・・・・大さじ１.５

塩・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々

パセリのみじん切り

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々

【作り方】  
①さつもいもは皮をむき、１㎝厚さ

の半月切りにし、水にさらす。し

めじ・えのき茸は石づきをとって

ほぐし、しいたけは薄切りにする。

②鍋にスープとさつまいもを入れ火

にかけ、さつまいもに火が通った

ら、きのこ類を入れ、みそを溶き

入れる。

③②に豆乳を加えて塩で味を調える。

④器に盛り、パセリのみじん切りを

散らす。

（一人分 79Kcal）

生
活
習
慣
が
つ
く
る
病
気

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

東
市
来
支
所 

東
市
来
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

野
元
ト
キ
ヱ

86

笠
ヶ
野

末
吉

良
夫

89

山
田
上

諸
正
ハ
ナ
エ

82

諸
正

檜
物

市
男

77

天
司

諸
正

武
範

90

諸
正

松
崎

ヤ
ヱ

96

青
松
園

前
岡

ヱ
イ

100

草
原
西

日
吉
支
所 

本
　
庁 

本
　
庁 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

中
井

美
結

浩
治

徳
重
東

吉
村
あ
い
り

隆
一

上
神
殿
中

寺
地

葵

亮

妙
円
寺
２
区

木
島

悠

博
幸

猪
鹿
倉

中
能
旺
之
介

健
太

朝
日
ヶ
丘

古
屋
鋪
こ
こ
ろ

充
繁

つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区

上
新

騎
士

正
史

徳
重
東

下
笠
こ
こ
ろ

和
之

腰

長
倉

俊
哉

規

池
田

永
山

昂
樹

謙
吾

妙
円
寺
８
区

栫

玄
太

純
弘

中
川

稲
留

秀
虎

淳

上
土
橋

田
中

隼
翔

和
己

猪
鹿
倉

柴

旬
之
介

一
平

つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区

川
畑

悠
樹

康
昭

犬
之
馬
場

有
島

穂
果

浩

下
神
殿
１
区

永
野

莉
愛

友
博

郡
下

上
村

世
成

伸
作

天
神
馬
場

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

横
手

榮
次

87

寺
脇

宮
下
セ
ツ
子

79

末
永

緒
方

洋
子

80

中
福
良

吉
永

景
助

84

平
古

井
尻

裕

52

瀬
戸
内

尾
堂
ミ
ド
リ

70

上
土
橋

森
田

弘

58

向
江
町

護
摩
所
ハ
ル
ヱ

87

野
田
４
区

吉
永

鈴
子

83

麦
生
田
中

前
村

重
二

81

竹
之
山

北
之
園
ナ
ツ
子

89

下
神
殿
２
区

福
永

鉄
夫

82

四
郎
園

尾
堂

ヒ
デ

86

上
土
橋

山
下

榮

93

中
川

北
之
園
誠
二

88

下
神
殿
２
区

下
笠

ミ
チ

89

日
吉
町
笠
ヶ
野

黒
木
タ
ツ
ミ

89

吹
上
町
川
久
保

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

丸
田
ユ
キ
ヱ

86

元
湯

上
池

フ
ミ

99

柿
之
迫

中
野

伊
良

86

中
央

小
園

キ
ヱ

86

元
養
母

上
城

政
子

80

中
央

伊
村

秀
二

87

光
の
海

池
満
さ
え
子

80

平
迫
比
良

下
茂

サ
ワ

90

中
神
殿

室
屋

肇

93

丸
牧

川
路

シ
ヅ

91

田
之
湯

桑
木
野
時
雄

83

桑
木
野

若
元

正
義

84

城
之
町

永
井

フ
サ

87

駅
前

中
村

マ
サ

84

上
伊
作
田

外
園

増
男

61

堀
内

立
和
名
ヒ
デ

95

高
塚
西

高
須

八
郎

61

元
湯

内

義
行

80

梅
木

米
丸

利
範

63

上
伊
作
田

内
田

孝
次

64

赤
崎

比
良
マ
サ
子

85

田
之
湯

地
藏

三
保

78

駅
前

片
平

ツ
ナ

105

上
床

福
田

又
江

89

北
山

お
う

の

す
け

こ
う

き

げ
ん

た

ゆ
う

き

せ
い

な

ひ
で

と
ら

ゆ
う

と

よ
し

き

し
ゅ
ん
や

し
ょ
う
か

な

な

い

と

は

や

と

ほ

の

か
ゆ
い

ひ

な

み

ゆ

り

な

せ

な
あ
お
い

は
る
か

こ

こ

り

お

さ

な

吹
上
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

上
園
エ
ミ
子

73

今
田

日
渡

キ
ミ

89

永
野

上
床

國
子

64

中
和
田

久
保

チ
カ

89

西
本
町

福
元

軍
蔵

92

西
本
町

下
野

ナ
ル

89

中
和
田

神
之
村
美
水

86

今
田

永
野
さ
ゆ
り

37

苙
岡

本
増

博

84

藤
元

日
渡

清
和

85

平
鹿
倉

日
高

シ
ヅ

97

北
湯
之
元

松
増

ク
ミ

93

新
川
原

木
村

勝
美

78

下
与
倉

大
平

重
次

79

小
牧

小
緑

淳

82

入
来

福
留

三
郎

71

下
中
之
里

大
坪

イ
子

85

下
与
倉

大
迫

有
熊

93

小
永
吉

山
下

清
綱

79

東
宮
内

下
坂
元
國
夫

76

下
和
田

西
羽
田
昭
治

78

入
来

松
木
マ
ル
エ

80

上
中
之
里

福
元
マ
サ
子

80

宮
坂

田
中

末
吉

82

南
湯
之
元

前
田

ア
ヤ

94

七
呂

宮
原
千
枝
子

52

野
首

山
下

正
男

93

永
吉
中
和
田

野
添

清
藏

76

高
田

山
之
内
美
義

69

藤
元

今
村

久
子

85

北
湯
之
元

ど
ん
な
病
気
？ 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
は
、

簡
単
に
い
え
ば
肥
満
と
ま
で
は
い
か
な

い
け
れ
ど
、お
腹
が
出
て
き
た
、中
性
脂

肪
や
血
圧
・
血
糖
が
少
し
高
め
・・・
な
ど
、

こ
れ
ら
の
条
件
が
重
な
っ
た
状
態
で
す
。

二
〇
〇
五
年
四
月
、日
本
動
脈
硬
化
学
会

な
ど
八
学
会
が「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」の
診
断
基
準
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
診
断
基
準
で
は
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積

（
ウ
エ
ス
ト
径
）が
必
須
条
件
と
さ
れ
、他

の
三
つ
の
項
目
の
う
ち
二
つ
以
上
に
該

当
し
て
い
る
場
合
に「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」と
診
断
し
ま
す（
図
参
照
）。

そ
の
先
に
は
深
刻
な
状
態
が 

肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
高
血

糖
は
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
循
環
器

病
（
心
筋
梗
塞
な
ど
）
の
発
症
に
つ
な

が
る
危
険
因
子
。
動
脈
硬
化
は
、
あ
る

程
度
進
ま
な
い
か
ぎ
り
、
な
か
な
か
症

状
と
し
て
出
に
く
い
病
気
で
す
。
し
か
も
、

動
脈
硬
化
に
よ
る
循
環
器
病
は
働
き
盛

り
に
突
然
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
生

命
に
関
わ
る
重
大
な
病
気
で
あ
り
、
後

遺
症
も
深
刻
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放

置
し
て
お
く
と
、
や
が
て
は
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

改
善
す
る
た
め
に
は 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
生

活
習
慣
が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。生

活
習
慣
を
ち
ょ
っ
と
改
善
す
る
だ
け
で
、

内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
生
活
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ

な
た
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

☆
食
事
は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

☆
間
食
を
よ
く
取
る

☆
料
理
に
砂
糖
を
よ
く
使
う

☆
濃
い
味
付
け
が
好
き

☆
緑
黄
色
野
菜
を
あ
ん
ま
り
食
べ
な
い

☆
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
好
ん
で
食
べ
る

☆
普
段
か
ら
階
段
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
に
乗
っ
て
し
ま

う
☆
運
動
の
習
慣
が
な
い

☆
ス
ト
レ
ス
解
消
に
お
酒
を
飲
む
こ
と

が
多
い

☆
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

　
当
て
は
ま
る
項
目
の
多
い
人
は
要
注
意

で
す
！
簡
単
な
と
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
改
善

し
て
い
け
ば
、内
臓
脂
肪
も
減
り
、メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
抜
け
出
せ
ま

す
。
や
れ
る
こ
と
か
ら
実
行
を
!!
 

1
2

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

必須項目

選択項目

腹部肥満 

（3項目中2項目以上該当） 

トリグリセライド高値（150㎎／頗以上） 
かつ／または 

HDLコレステロール低値（40㎎／頗以上） 

ウエスト周囲径 
男性85㎝以上 
女性90㎝以上 

1.血清脂質 

収縮期血圧　130㎜Hg以上 
かつ／または 

拡張期血圧　85㎜Hg以上 

2.血圧高値 

空腹時血糖　110㎎／頗以上 

〈メタボリックシンドローム診断基準検討委員会 
委員長・松澤佑次氏発表／05年4月8日〉 

3.血糖高値 

（図1）株式会社 法研 ヘルスアップ21 H17年8月号より 

し
ゅ
ん
の

す
け

市
で
は
、
課
税
内
容
を
確
認
い
た
だ

く
た
め
に
、
五
月
に
納
税
者
の
皆
さ
ま

へ
課
税
明
細
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
何
年
も
前
に
取
り
壊
し

た
家
屋
に
そ
の
ま
ま
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
て
い
た
と
の
連
絡
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
の
取
り
壊
し
は
、

所
有
者
か
ら
の
届
け
出
が
な
い
と
、
取

り
壊
し
の
確
認
が
困
難
で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
ま
た
家
屋

や
倉
庫
な
ど
を
新
築
、
増
改
築
し
た
場

合
に
は
登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係 

牲
０
９
９
（
２
７
３
）
２
１
１
１

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
固
定
資
産
税
係 

牲
０
９
９
（
２
７
４
）
２
１
１
１

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
固
定
資
産
税
係 

牲
０
９
９
（
２
９
２
）
２
１
１
１

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
固
定
資
産
税
係 

牲
０
９
９
（
２
９
６
）
２
１
１
１

広
報
１
月
号
の
10
㌻
の
記
事「
梅
マ

ラ
ソ
ン
」
10
㌔
の
部
レ
ー
サ
ー
記
録
、２

位

徳
重
祐
児
と
３
位

橘
木
宏
幸
は
伊

集
院
町
で
は
な
く
東
市
来
町
の
誤
り
で

し
た
。訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

《
訂
正
と
お
詫
び
》 
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シリーズ⑨

ひと いきいき

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
盗
難
防
止
、放
置
自
転
車
対
策
に
活
躍
し
て
い
る
伊
集
院
地

域
自
主
防
犯
組
織「
自
転
車
み
つ
け
隊
」の
隊
長
を
務
め
る
田
畑
修
一
さ
ん
は
バ
イ
ク

店
の
経
営
者
、お
父
さ
ん
も
吹
上
町
で
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
発
足
は
平
成
十
五
年
九
月
、
自
主
的
な
地
域
防
犯
活
動
を
と
、
同
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
自
営
業
者
な
ど
で
結
成
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
約
三
十
人
で
す
。
活

動
の
成
果
は
早
速
、
現
れ
ま
す
。
平
成
十
六
年
の
自
転
車
の
盗
難
件
数
が
「
自
転
車

み
つ
け
隊
」
結
成
前
の
半
分
以
下
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
防
犯
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た

団
体
と
し
て
、
わ
ず
か
一
年
で
全
国
表
彰
も
。
東
京
で
警
視
総
監
か
ら
直
接
、
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

全
体
で
の
活
動
は
毎
月
第
三
土
曜
日
。
伊
集
院
駅
前
や
大
型
ス
ー
パ
ー
周
辺
の
駐

輪
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
盗
難
防
止
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
施
錠
し
て
い
な
い
自

転
車
の
チ
ェ
ッ
ク
や
放
置
自
転
車
の
片
付
け
、
駐
輪
場
の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
青
少
年
健
全
育
成
の
日
」
の
取
り
組
み
と
し
て
毎
回
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
学
校

の
部
活
動
単
位
な
ど
で
、
小
・
中
・
高
校
生
も
一
緒
に
な
っ
て
の
活
動
は
、
青
少
年

の
社
会
貢
献
意
識
の
醸
成
や
健
全
育
成
に
も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
市
民
か
ら
直
接
、
放
置
自
転

車
の
相
談
が
来
る
こ
と
も
。「
隊
員
や
子
ど
も
た
ち
の
献
身
的
な
協
力
の
お
か
げ
で
、

活
動
の
成
果
が
目
に
見
え
、
地
域
に
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
活
動

の
輪
が
、
さ
ら
に
地
域
の
防
犯
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
」

地
域
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

田畑 修一
た ばた しゅう いち

さ
ん［45歳］ 

●昭和58年から伊集院町郡でバイク店「モーターサ
イクルたばた」を経営。伊集院地域の自主防犯組織
「自転車みつけ隊」の隊長。 

伊集院町郡　（中福良自治会） 

み
な
さ
ん
は
農
業
を
や
っ
て
い
る
人
の
苦
労
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
農
業
は
土
作
り
か
ら
す
べ
て

一
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
う
ま
く
種

子
や
苗
な
ど
が
育
っ
て
も
、
雨
や
風
、
雪
な
ど
の

自
然
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
、
す
ぐ
に
か
れ
た
り
、
病

気
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
虫
な
ど
も
農

作
物
に
大
き
な
被
害
を
あ
た
え
ま
す
。

ぼ
く
が
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
二
年

前
の
こ
と
で
し
た
。
四
年
生
の
と
き
、
ぼ
く
は
初
め
て
ト

ラ
ク
タ
ー
を
一
人
で
運
転
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初

の
う
ち
は
お
父
さ
ん
に
運
転
の
し
か
た
を
教
え
て
も
ら
い
、

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
自
分
で
運
転
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

農
業
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
れ
を

乗
り
こ
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
も
生
ま

れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
農
業
を
職
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
将
来
の
夢
…
農
業
』 

永
吉
小
学
校
六
年
　
　
赤
井
田
孝
浩 

く
ん 

日吉地域の山田下自治会にあり、子宝と安産に霊験

ある観音様として多くの参詣人が訪れます。この岩屋

観音には、戦国時代の武将山田昌巌の出生にまつわる

悲話が伝えられています。

昌巌は島津義弘に従い、朝鮮出兵、庄内の乱、関ヶ

原合戦などで活躍しました。「妙円寺詣りの歌」にもで

てきます。後に出水の地頭になって善政を行い、領民

に慕われたと伝えられています。彼が基礎をつくった

出水の武士団は「出水兵児」と呼ばれ、薩摩武士の中

でも精強を讃えられました。

昌巌の父山田有信は、長く子どもに恵まれませんで

した。夫人は毎晩岩屋観音にお参りして「男の子をお

授け下されば、私の一命を代わりに差し上げます。」と

祈願しました。ある夜、夢に観世音菩薩が現れ、願い

を聞き届けるというお告げがありました。間もなく男

の子が生まれましたが、夫人は産後15日目に眠るよう

に息を引き取った、と伝えられています。この男の子

が後の山田昌巌です。

〈引用参考文献〉日吉町郷土史　上巻 

本
庁
か
ら
車
で
20
分
　 

日
吉
支
所
か
ら
徒
歩
で
30
分 

Access

9

岩屋観音（日吉地域） 

東市来町伊作田 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

あ
か
　
　

 

い
　
　
　
だ
　
　 

た
か
　
　
ひ
ろ 

　約20年前、主人の仕事の関係で長崎に住んでいたころ、始め
たのが最初です。そのときは転勤で2、3年でやめてしまいまし
たが、東市来の公民館講座で2年前から再チャレンジ、一から出
直しです。 
　月1回の講座で一体完成する
のに約3か月。顔の表情を出すの
が、いちばん難しいですね。主人
の定年後に住み始めた地。知り合
いも少なく、友達ができるのも講
座に参加する楽しみのひとつです。 

金井　トキ子　（62歳） さ
ん 

紙粘土 「ロマンドール」 

成田　朋弥くん（1歳7か月） 

二人のお兄ちゃんたちに負けないよ
うにたくましく育ってほしい。

■おかあさんから

父 賢一さん 母 美智子さん
（伊集院町飯牟礼）

と も や

すくすく元気に育って、仲良くやさ
しい子どもになってほしい。

■おかあさんから

父 哲也さん 母 弘美さん
（伊集院町猪鹿倉）

しょうがん

へ こ

平山　景　くん（4歳11か月） 

　　　愛唯ちゃん（2歳9か月） 

け い と

め い




